
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・互いの違いを尊重し、自分自身のよさや強みに気付く 

・遊びや集団活動などに積極的に参加できる力の育成 

・適切に対人関係を構築する力の育成 

・姿勢と運動、動作の基本的技能の習得 

・個に応じた教材教具の準備と ICT の活用 

・空間認知、選択制注意、作業記憶、語彙力、視覚認知、聴覚認知の観点からの個別の課題設定 

 

 

 

 

 

・一人一人の教育的ニーズに応じた教材・教具の工夫 

・保護者、在籍学級担任、巡回指導教員と協議して作成する「連携型個別指導計画」 

・外部の専門家（臨床発達心理士・専門家スタッフ等）からの助言を生かした指導の工夫改善 

・在籍学級担任との定期的な面談や教室支援 

・必要に応じた合理的配慮による児童にとっての学びやすい環境整備 

 

 

こぶし教室 

場面絵カードを使った 

ソーシャルスキルトレーニング 

 

カードゲームやボードゲームを使った 

コミュニケーションの指導 

 

身体感覚のバランスを保つための運動 

 

認知機能を伸ばすための指導 

 

個に応じた支援体制 

指導の重点 


